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JICA 公開セミナー・レジュメ                                   

       日本の教育経験の特色と普遍性
                                                             斉藤 泰雄

第Ⅰ部 第１章 「日本の近代化と教育の発展」(ビデオの原作)の執筆にあたっ
て特に留意した点。

1. わが国教育界の外の「アウトサイダー」(途上国の教育関係者、わが国の国
際協力事業担当者)に日本の教育の歴史的展開に関する情報をコンパクトに
伝える。途上国の視点、問題状況を意識しながら、日本の経験をあらためて
振り返ってみる。
・教員免許取得者のための教職教養とは異なる日本教育史の記述

2. 「サクセス・ストーリーの顕示」でなく、また「自虐的な自己批判」でもな
い、日本教育の歴史的経験の肯定的・否定的両側面をバランスよく配置した
日本教育像を提示する。

3. ストレートな「日本モデル」の適用論、模倣推奨論に陥らないために、明治
初期の教育近代化の事業に先立ち、日本に備わっていた特有の初期条件(多
くの開発途上国で欠落している条件)を再確認する。

① 江戸期の文化的成熟と伝統的教育の遺産
② 教育の世俗性と単一の教授言語による教育
③ 教育による国民統合の課題の認識
④ 学歴による人材登用システムの萌芽
⑤ 植民地教育の遺制の欠如と多様なモデル選択の可能性

4. 上記のような前提条件の違いを認識した上で、わが国の現在の高い教育水準
(制度・慣行、学校文化、教員の士気と力量、国民の教育熱、社会全体の教
育への信頼と期待)がどのように形成されてきたか、その経験を失敗、試行
錯誤、葛藤のプロセスを含めて率直に語り、その中から、途上国がそれぞれ
の関心、発展段階、制度的能力に応じて、日本の経験を自由に選び取って活
かしてもらうというスタンスを取る。
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